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何

傷痕 残さなければ
で継

゛
　

こ

り

れ

く
　
　

？＼Ｅ
２

１

沖
縄
・
長
野
で

考
え

る

南
風
原
町
喜
屋
武
の
大

城
逸
子
さ
ん
（
6
3）
に
と
っ

て
、
沖
縄
陸
軍
病
院
南
風

原
壕
の
あ
る
黄
金
森
は
昔

か
ら
の
遊
び
場
た
っ
た
。

爆
弾
の
跡
で
穴
が
ボ
コ

ポ

コ

あ
い
て
い
た
が
何
な
の

か
を
知
ら
ず
、
学
校
で
も

沖
縄
戦
を
教
え
ら
れ
な
か

っ
た
。
沖
縄
戦
が
教
育
で

扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
は
、
日
本
復
帰
以
降
の

こ
と
だ
。

２
０
０
７
年
に
「
南
風

原
平

和

ガ
イ

ド

養
成

講

座
」
を
受
講
し
、
身
近
な

人
た
ち
の
体
に
残
る
傷
痕

が
「
戦
争
の
せ
い
だ
っ
た

の
か
、
と
気
づ
い
た
。
知

ら
な
い
っ
て
怖
い
」

。
そ

れ
か
ら
戦
争
体
験
者
の
聞

き
取
り
も
始
め
た
。

外

気

を
遮

る
扉

を

開

け
、
大
城
さ
ん
の
案
内
で

真
っ
暗
な
細
い
2
0号
壕
を

進
む
。
天
井
に
火
炎
放
射

上調査通し住民に機運南風原陸軍病院壕

の
焼
け
跡

が
こ

び
り
つ
い

て

い
る

。
沖

縄
戦
当
時

、

一
帯
に
3
0
余
り
の
壕

が
掘

ら
れ
て

い
た

。

1
9
8
0

年
代
の

厚
生

省

（
当
時
）
の

遺
骨
収
集

で
壕
の

存
在
が
注
目

さ
れ

た

。南
風
原
高
校
教

師
だ

つ

ぺ
た
吉
浜
忍

さ
ん
（
7
2）
は
生

徒
ら
と
町
内

全
て

の
集
落

は
戦
争
体
験
を
残
す
機
運

も
高
ま
っ
て
い
た
。

介

面
に
続
く
）

（
中
村
万
里
子
）

◇
　
　
　

◇

９
月
、
沖
縄
か
ら
3
2軍

壕
と
戦
争
の
記
憶
を
継
承

す
る
有
志
が
長
野
県
の
松

代
大
本
営
地
下
壕
を
訪
問

す
る
。
戦
跡
の
保
存
と
公

開
を
巡
る
視
点
や
方
法
を

考
え
る
。

沖
繩
陸
軍
病
院
南
風
原

壕
群
２０
号
壕
内
で
ガ
イ
ド
す
る

大
城
逸
子
さ
ん
。
壁
に
は
ツ
ル
（

シ
の
跡
が
刻
ま
れ
、

当
時
の
坑
木

も
残
っ
て
い
る
日
８
月

、
南
風
原
町
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